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『
h
に
司
U
Z
F
K
Y
エ
コ
ロ
』
「
節
阻
舎
」
貨
殖
列
伝
の
r史言己」貨殖列伝の「節組合」について(山 田)
名産有
な者し『
ーと、史
文商 年 記
が品に』
あ版二巻
る売 O 一
。者万二
に の 九
つ収貨
い益殖
て を 列
分あ伝
けげに
てるは
記 素
述封大
し家約
た に 百
つ万
次 い の
のて運
よ、転
う 商 資
な 品 本
有 生 を
庶
民
農
工
商
賀
、
率
亦
歳
万
息
二
千
、
戸
百
万
之
家
、
則
二
十
万
。
市
更
催
租
賦
出
其
中
、
衣
食
之
欲
、
怒
所
好
美
失
。
故
目
、
陸
地
牧
馬
二
百
蹄
、
牛
蹄
角
干
、
千
足
羊
、
沢
中
千
足
晶
、
水
居
干
石
魚
殿
、
・
・
・
・
及
名
園
万
家
之
城
、
帯
郭
干
畝
畝
鍾
之
回
、
若
干
畝
庖
歯
、
千
畦
盟
主
。
此
其
人
皆
与
千
戸
侯
等
。
:
:
通
邑
大
都
、
猷
一
歳
干
酸
、
・
:
薪
襲
千
車
、
船
長
千
丈
、
:
白
馬
蹄
撒
干
、
牛
千
足
、
羊
免
干
能
、
-
-
-
-
誕
莱
千
石
者
三
之
、
:
:
佑
果
菜
干
銀
、
子
貸
金
銭
干
貫
。
節
組
官
、
寅
寅
三
之
、
廉
頁
五
之
。
此
亦
比
千
来
之
家
、
其
大
率
也
。
司
馬
還
が
数
字
を
そ
ろ
え
て
記
述
し
た
こ
の
文
に
つ
い
て
は
古
来
1
諸
説
が
あ
る
が
、
難
解
な
馬
牛
羊
哉
の
数
に
つ
い
て
画
期
的
な
解
釈
η
L
 
ー
を
行
っ
た
の
は
宮
崎
市
定
氏
で
あ
る
(
「
史
記
貨
殖
列
伝
物
価
考
証
」
に
つ
い
て山
勝
田
芳
一
九
五
六
年
初
出
、
『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
中
、
一
九
七
六
年
)
。
牛
肉
蹄
は
二
つ
、
「
足
」
は
獣
の
後
足
を
指
す
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
事
実
に
基
き
、
「
牛
蹄
角
千
」
は
牛
百
匹
、
「
千
足
羊
」
は
羊
五
百
匹
な
ど
の
如
く
、
見
事
な
解
答
を
し
た
。
更
に
氏
は
「
薪
襲
」
の
個
所
を
、
こ
れ
を
販
売
す
る
場
合
、
車
で
は
千
率
、
船
で
は
船
長
延
べ
干
丈
分
と
す
る
見
解
を
示
し
た
上
で
、
最
後
の
「
子
貸
・
・
組
合
」
を
、
現
金
百
万
を
組
合
に
貸
し
て
二
割
の
利
息
を
と
る
こ
と
、
次
の
「
食
費
三
之
、
廉
買
五
之
」
は
資
本
の
運
転
回
数
を
示
す
と
し
、
「
手
数
料
を
食
り
す
ぎ
る
と
運
転
回
数
が
遅
い
か
ら
資
本
が
多
く
要
る
。
薄
利
多
売
で
や
れ
ば
運
転
が
早
い
か
ら
小
資
本
で
す
む
も
の
だ
」
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
影
山
剛
氏
は
、
利
潤
率
が
変
動
す
る
と
、
商
品
延
べ
百
万
、
利
益
総
計
二
O
万
と
い
う
前
提
が
く
ず
れ
る
、
と
批
判
す
る
が
(
『
中
国
古
代
の
商
工
業
と
専
売
制
』
一
九
八
四
年
、
二
六
・
七
頁
)
、
十
分
な
解
答
を
与
、
え
て
い
な
い
。
宮
崎
氏
の
資
本
町
回
転
と
い
う
考
え
を
生
か
す
と
す
れ
ば
、
食
頁
が
三
で
、
廉
買
が
五
で
あ
る
か
ら
、
平
均
的
2
商
人
は
四
と
な
る
か
ら
、
年
間
資
本
回
転
数
四
、
商
品
販
売
額
延
ベ
ロ
百
万
、
利
益
率
二
割
、
利
益
合
計
二
O
万
の
商
人
は
、
一
回
目
の
商
品
販
売
額
二
五
万
を
二
O
万
円
資
本
で
仕
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
様
に
廉
買
は
利
益
率
一
割
、
回
転
五
回
で
商
品
販
売
額
延
べ
二
百
万
、
資
本
三
六
万
と
な
り
、
食
買
は
利
益
率
三
割
、
回
転
三
回
で
商
品
販
売
額
延
べ
約
六
六
万
七
千
、
資
本
約
一
五
万
五
千
六
百
と
な
る
、
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
資
本
的
多
い
者
ほ
ど
(
利
益
額
を
同
じ
と
す
る
と
)
薄
利
多
売
が
で
き
、
同
一
市
場
同
一
商
品
で
は
一
銭
で
も
安
い
方
が
売
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
結
局
、
資
本
的
多
い
廉
買
の
方
が
勝
利
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
個
所
は
な
か
な
か
厄
介
で
あ
る
が
、
最
後
の
所
で
「
此
亦
比
千
乗
之
家
」
と
述
べ
る
如
く
、
「
廉
買
五
之
」
以
上
の
全
て
の
営
業
に
つ
い
て
大
約
二
O
万
の
収
入
が
あ
る
場
合
を
述
べ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
と
、
こ
こ
も
具
体
的
な
営
業
に
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
営
業
と
す
れ
ば
そ
の
上
に
あ
る
「
組
合
」
以
外
に
な
い
。
「
駈
」
に
つ
い
て
は
『
准
南
子
』
氾
論
訓
の
注
に
「
組
、
時
制
佃
。
一
目
、
組
、
市
信
也
」
と
あ
り
、
こ
の
注
は
後
漢
末
円
高
誘
の
注
で
あ
り
、
こ
の
「
一
回
」
は
、
『
太
平
御
覧
』
巻
八
二
八
引
『
准
南
子
』
に
「
許
慎
注
目
、
嵐
、
市
倫
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
許
慎
の
『
准
南
子
』
注
の
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
舎
」
は
『
漢
書
』
巻
九
一
貨
殖
伝
で
は
「
倫
」
に
し
、
釈
元
応
『
一
切
経
音
義
』
巻
六
「
魁
胎
」
引
貌
・
李
登
『
声
類
』
は
「
倫
、
合
市
人
也
」
と
す
る
。
従
っ
て
「
阻
」
が
本
来
馬
の
仲
介
乃
至
仲
買
い
を
指
し
た
に
し
て
も
、
「
組
」
「
舎
」
は
と
も
に
売
買
の
仲
介
乃
至
仲
買
い
を
指
し
、
「
駈
舎
」
「
姐
品
開
L
と
熱
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
「
組
合
」
に
つ
い
て
は
こ
の
程
度
に
す
る
が
、
問
題
は
「
節
」
で
あ
る
。
諸
説
は
動
詞
と
解
す
る
が
、
私
は
、
新
出
泰
簡
で
「
節
」
が
「
即
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
多
い
(
『
雲
夢
睡
虎
地
泰
墓
』
一
九
八
一
年
、
等
参
照
)
こ
と
を
手
掛
リ
に
し
て
、
こ
の
「
節
」
を
副
詞
の
「
即
」
と
読
み
、
「
も
し
駆
舎
で
あ
れ
ば
、
食
買
は
之
を
三
に
し
、
康
買
は
之
を
五
に
す
」
と
読
み
た
い
。
こ
の
三
及
ぴ
五
は
、
上
文
の
各
商
品
の
総
商
品
額
百
万
を
三
倍
、
五
倍
に
す
る
意
と
解
す
る
。
つ
ま
り
、
食
買
は
高
い
仲
介
手
数
料
を
と
る
か
ら
総
額
三
百
万
の
商
品
を
仲
介
す
る
と
年
二
O
万
の
収
益
と
な
る
。
従
っ
て
平
均
的
組
柚
聞
は
総
仲
介
額
四
百
万
に
つ
き
二
O
万
円
手
数
料
と
な
る
か
ら
、
商
品
一
貫
(
干
銭
)
に
つ
き
五
O
銭
的
手
数
料
と
な
る
。
同
様
に
食
買
で
あ
れ
ば
一
貫
約
六
七
銭
、
廉
買
は
四
O
銭
と
主
る
。
こ
の
新
解
釈
が
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
以
下
の
如
き
諸
点
を
指
摘
で
き
る
。
宮
沢
知
之
氏
が
宋
代
の
牙
人
考
察
の
際
、
仲
買
い
と
仲
介
町
二
機
能
を
分
け
た
如
く
(
「
宋
代
的
牙
人
」
東
洋
史
研
究
三
九
l
一、
一
九
八
O
年
)
、
漢
代
同
組
倫
に
も
二
機
能
が
考
え
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
仲
買
い
業
務
も
あ
っ
た
に
し
て
も
、
仲
介
が
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
近
代
、
と
り
わ
け
古
代
で
は
、
物
に
対
す
る
所
有
関
係
は
あ
い
ま
い
な
所
が
あ
り
、
絶
え
ず
「
認
」
(
自
己
所
有
物
で
あ
る
こ
と
の
確
認
)
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
売
買
の
仲
介
入
を
必
要
と
す
る
一
理
由
が
存
し
た
し
、
ま
た
異
邦
人
た
る
客
商
と
現
地
商
人
と
を
仲
介
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
右
の
よ
う
な
新
解
釈
に
よ
り
、
こ
の
駈
倫
が
仲
介
す
る
商
品
取
引
が
ほ
ぼ
当
時
的
主
要
な
全
商
品
に
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、
中
国
商
業
史
に
お
け
る
そ
の
役
割
を
再
評
価
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
な
お
『
階
害
』
巻
二
四
食
貨
志
の
東
晋
南
朝
の
文
券
の
例
で
は
万
銭
に
つ
き
売
り
手
三
育
、
買
い
手
百
を
官
に
納
め
た
が
、
副
そ
の
割
合
を
参
考
に
す
る
と
、
一
貫
に
つ
き
五
O
銭
円
手
数
料
を
、
山
売
り
手
対
買
い
手
が
、
四
対
一
(
あ
る
い
は
一
ニ
対
一
7
)
の
割
合
で
魁
(
倫
に
払
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
史
記
』
巻
五
九
、
五
宗
世
川
家
越
王
彰
祖
の
条
町
、
「
使
v
使
一
伊
県
為
=
買
人
-
権
舎
一
入
多
於
国
経
租
一
一
税
」
と
い
う
記
事
は
、
越
王
が
使
を
各
県
に
や
り
、
右
の
如
く
広
範
品
引
に
行
わ
れ
て
い
た
仲
介
業
務
に
介
入
し
、
商
品
取
引
の
仲
介
を
独
占
駆
的
に
行
わ
せ
、
そ
の
仲
介
手
数
料
を
得
、
そ
の
収
入
が
王
圏
内
通
常
喝
の
租
税
収
入
よ
り
も
多
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
を
示
す
も
の
と
理
解
切
で
き
仇
。
ま
た
『
御
覧
』
巻
八
二
八
引
『
晋
令
』
の
「
倫
売
者
、
古
E
E
別
皆
当
悶
着
m
巾
白
-
帖
ν
額
題
甲
所
a
倫
売
一
者
及
姓
名
品
一
足
着
a
白
履
九
一
足
釦
着
z
黒
田
明
と
も
、
市
に
お
け
る
多
種
の
魁
倫
を
区
別
す
る
た
め
に
、
和
(
現
今
町
市
場
に
お
け
る
如
く
)
額
に
営
業
種
目
・
姓
名
を
書
い
た
り
~
札
を
つ
け
さ
せ
、
更
に
一
目
で
姐
倫
と
わ
か
る
よ
う
に
一
足
に
は
黒
3
履
、
も
う
片
方
に
は
白
履
を
は
か
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
令
は
商
ロ
人
に
対
す
る
服
制
上
の
規
定
で
は
な
く
、
商
取
引
に
関
す
る
規
定
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
晋
令
の
関
市
令
中
に
あ
っ
た
規
定
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
白
・
黒
履
は
、
身
分
的
差
別
の
た
め
に
で
は
な
く
、
売
り
手
と
買
い
手
町
両
者
を
仲
介
す
る
こ
と
の
象
徴
的
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
阻
簡
に
関
す
る
展
望
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
新
出
史
料
の
お
か
げ
と
言
っ
て
よ
く
、
一
見
関
係
が
な
い
よ
う
な
ニ
と
で
も
、
新
出
史
料
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字
・
文
に
よ
っ
て
全
く
別
な
方
面
で
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
例
は
実
に
多
い
。
新
・
旧
両
史
料
の
更
な
る
読
解
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
「
三
之
」
「
五
之
」
の
解
釈
は
、
宮
崎
氏
の
見
解
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
つ
き
つ
め
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
新
た
な
解
釈
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
宮
崎
氏
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
研
究
対
象
に
対
す
る
柔
軟
な
思
考
こ
そ
が
よ
り
生
産
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
※
国
営
商
業
た
る
均
輸
平
準
に
お
い
て
も
、
唯
に
物
資
の
独
占
的
版
売
町
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
駆
倫
業
務
を
も
国
家
内
手
中
に
取
り
込
ん
だ
に
違
い
な
い
。
ご
九
八
四
年
一
二
月
七
日
稿
)
